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1 洞天に関する問題をはじめて詳細に論じたのは、三浦國雄「洞天福地小論」『東方宗教』67 号、1983 年、のち
『中国人のトポス 洞窟・風水・壺中天』平凡社、1988 年。 
2 『真誥』は、五世紀半ばに、いまの江蘇省南京近くの句曲山近くで行なわれた神降ろしの記録。 
3 雷聞『郊庙之外——隋唐国家祭祀与宗教』北京三聯書店、2009 年。拙稿「第一大洞天王屋山洞の陽台観と紫微
宮の現況」、『洞天福地研究』第 3 号、35〜54 頁、2012 年 3 月。 

























複数の洞窟が眺められる。この峰は、さらに北にある五斗峰（海抜 1772 メートル）に続いている。 
                                                   
4 三浦國雄「安堅「夢遊桃源図」と「桃花源記」」『國學院中國學會報』第 53 輯、2007 年。拙稿「道教の新羅東
傳と長安の道觀―「皇甫奉謜墓誌」を中心に」、日本道教学会『東方宗教』第 122 号、1～33 頁、2013 年 11
月。 
5 拙稿「洞天思想の東アジアヘの流伝と平安時代の漢詩文―『本朝文粋』を中心に―」小山利彦編著『王朝文学
を彩る軌跡』武蔵野書院、2014 年 5 月、371～387 頁。杜光庭『洞天福地岳瀆名山記』を登載した明末の『歴代
神仙通鑑』が日本に輸入されて、平田篤胤の国学の重要参考書となっている。拙稿「平田篤胤の幽冥観と道教・
神仙思想」『専修大学人文科学年報』第 34 号、89～105 頁、2004 年 3 月。 
6 大西和彦「16 世紀ベトナムにおける道教の展開－『伝奇漫録』の「徐式仙婚録」を通じて－」『洞天福地研
究』第 6 号、2015 年（編集中）。 
7 拙稿「第八大洞天句曲山洞の現状」『洞天福地研究』第 3 号、2012 年 3 月。 









































































                                                   


















































































16 2011 年 8 月と 11 月に現地調査をおこなった。鈴木健郎「平成 23 年度第 2 回洞天調査報告」『洞天福地研
究』第 3 号、92～107 頁、2012 年 3 月。 




































































































                                                   
大横之西。」 
22 同前「茅山北垂洞口一山、名良常山。本亦句曲相連、都一名耳。」 
23 「北良常洞即是北大便門……北大洞猶有鬼神去來，而真仙人出入，都不由五門，皆欻爾無間」訳注 582 頁。 
24 「居雷平山下、修業勤精、恆願早遊洞室、不欲久停人世。遂詣北洞告終。」 
雷平山の手前、許家の館があったあたりから眺めた茅山の三つの峰 

































                                                   
25 陶金「茅山宗教空間の秩序・歷史的發展のコンテキストの探求と再建」拙訳、『洞天福地研究』第 4 号、2013




































                                                   
27 蒙可泉ほか「广西黄猄洞天坑国家森林公园的风景资源分析与评价」『广西科学院学报』2004 年 8 月、第 20 巻
第 3 期。 
28 Vies taoïstes – Daoist Lives, Colloque international d’études taoïstes, In honor of Kristofer Schipper’s 80th 
birthday. 10-12 septembre 2015. 
29 「乃曰，嘗聞『五嶽圖』云，霍山是司命府，必神仙所都。(原注：『名山記』云，霍山在羅江縣，高三千四百
丈，上方八百里。東卿司命茅君所居)」。 


































                                                   
30 「伯玉居南霍。遊行諸山，恒帶自隨(此墨跡)。亡，留在弟子朱僧摽。」『東方学報』第 71 冊、394 頁。 
31 『旧唐書』巻 11「代宗本紀」「（大曆十二年十二月）己亥天下仙洞靈迹禁樵捕」。 
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たと言える。現在でも、洞天とされる地域は、自然環境が比較的よいが、上述の 2 つの大洞天のよう
に、洞天のある地域は地下水が豊かなために、戦後の開発でダムが建設されて自然環境が大きく変化
した場所が多い。また、第二大洞天委羽山のように、現在では住宅や工場に囲まれ、地下水も汚染さ
れてしまった場所もある。今後、中国の文化史で価値の高い洞天思想を自然環境の問題と結びつけな
がら、その環境保護も考慮していかなければならないと思う。 
 
